EXPRESSBUILDER 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M の使用方法と EXPRESSBUILDER にバンドルされている各種管理 
ソフトウェアの紹介と使用方法について説明します。 


添付の CD - R 〇 M について（—182ページ） . 

EXPRESSBUILDER い183ページ） . 

ExpressPicnic (一 189ページ） . 

本体用バンドルソフトウェア （—195 ベージ）.…. 

管理 PC 用バンドルソフトウェア （—203 ページ) 


5添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M に!]又めら 
れているソフトウェアについて紹介します。 

セッ ト アップツール 「EXPRESSBUILDER」 につ 
いて説明します。 

シームレスセットアップ用パラメータディスク 
(セットアップパラメータ FD ) を作成する ツール 
「 ExpressPicnic 」 について説明します。 

本装置にインストールするバンドルソフトウェア 
について説明します。 

本装置を監視 • 管理するための管理 PC にインス 
卜ールするバンドルソフトウェアについて説明し 

よ ^I 〇 


オフライン保守ユーティリティ（—206ページ） . 本装置では未サポートです。 
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添付の CD - ROM について 

添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M には、本装置を容易にセットアップするためのユーティリティや各 
種バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェアを活用することにより、本装置の機 
能をより多く引き出すことができます。 

I n-O 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM は、本装置の設定が完了した後でも、 0 S の再インス 
卜ールや bios のアップデートなどで使用される機会があります。なくさないように大切に 
保存しておいてください。 



■ I ： 標準装備の SAS RAID ボード ( A )、 またはオプションのディスクアレイコントローラの RAID 

を設定するユーティリティは各ボード上のチップに格納されています。 SASRAID ボード ( A ) 
のユーティリティの操作方法については5章の 「SAS RAID コンフィグレーション」を、オプ 
ションのディスクアレイコントローラのユーティリティの操作方法についてはボードに添付 
の説明書、または EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメントを参照し 
てください。 


182 


































EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズに接続されたハードウェアを自動検出して処理を進める 
セットアップ用統合ソフトウェアです。 EXPRESSBUILDER から〇 S をインス!ルする際には、インス 
トール対象のハードディスクドライブ(またはディスクアレイの論理ドライブ1台のみ)だけを接続してセッ 
トアップしてください。 



一に*3いて 


EXPRESSBUILDER には2つの起動方法があります。起動方法によって表示されるメニュー 
や項目が異なります。 

•「EXPRESSBUILDEFUCD-ROM から起動する 


「 EXPRESSBUILDERJCD-R 〇 M を本装置の 
DVD - ROM ドライブにセットして起動し、 
EXPRESSBUILDER 内のシステムから起動す 
る方法です。この方法で本装置を起動すると 
右に示す 「 EXPRESSBUILDER トツプメ 
ニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目から本装置をセット 
アップします。 


EXPRESSBUILDER 


「シームレスセットアップ」は、 RAID の設定から、 
0 S . 名種ユーティリティのインストールまでを 
切 h 目なく （シームレスで)セットアッブできる 

蹲麗 

ハード ディスクを購入 B 争 D 状態と異なるノトティ 
シヨン構成で使用する場合や os を再インストール 
する場合は、シームレスセットアッブを使用して 
くたさい。 煩雑な セットァッブをこの機能) b 代 
わって行います。 


B1 


本装置以外のコンピュータおよび EXPRESSBUILDER が添付されていた本装置以 
外の Express 5800シリーズで起動しないでください。故障の原因となります。 

メニューの「シームレスセットアップ」を実行するとあらかじめインスI-ールされて 
いる OS を消去します。 OS もインストールし直す必要があります。 


EXPRESSBUILDER トップメニューにつし、てはこの後の 「 EXPRESSBUILDER トップメ 
ニュー」を参照してください。 

Windows が起動した後に 「EXPRESSBUILDEFUCD-ROM をセツトする 


Windows 95以降または Windows NT 4.〇以 
降が起動した後に、 「 EXPRESSBUILDER 」 
CD - R 〇 M を DVD - ROM ドライブにセットす 
るとメニューが表示されます(右図参照)。表 
示されたメニューダイア□グボックスは「マ 
スターコントロールメニュー」と呼びます。 

マスターコント□ールメニューについてはこ 
の後の「マスターコントロールメニュー」を参 
照してください。 
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EXPRESSBUILDER トップメニ 


EXPRESSBUILDER トップメニューはハードウエアのセットアップおよび 0 S (オペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインストールをするときに使用します。 

H -〇 BIOS の設定を間違えると、 CD - ROM から起動しない場合があります。 

EXPRESSBUILDER を起動できない場合は 、 BIOS Configuration / Setup ユーティリ 
ティを起動して以下のとおりに設定してください。 

「Start Options 」一 「Startup Sequence Options 」 メニュー 
一 「First Startup Device 」 を [CD ROM ] 

一 「Second Startup Device 」 を [Diskette Drive 0] 


起動 

次の手順に従って EXPRESSBUILDER トップメニューを起動します。 

1. 周辺装置、本装置の順に電源を〇 N にする。 

2. 本装置の DVD-R 〇 M ドライプ、へ 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM をセットする。 

3. CD-ROM をセツトしたら、リセットする （<Ctrl> + <Alt> + <Delete> キーを押す）か、電源を 
〇 FF/0N して本装置を再起動する。 


CD-R 〇 M がらシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

EXPRESSBUILDER が起動すると、以下のような EXPRESSBUILDER トップメニューが現 
れます。 


« 


シームレスセットアップ 

RAID の構成から〇 S のインストールまでを、切れ目なく（シーム 
レスに）セットアップを行います。〇 S の再インストールを行う 
場合、こちらのセットアップ方式を選択してください。 

Windows Server 2003 x64 Editions では、シームレスセツト 
アップを使用できません。 


EXPRESSBUILDER 




ツール 

EXPRESSBUILDER に収められている「システム診断」などの 
各種ユーティリティを個別に起動します。 



08 . 各種ユーティリティのインストールまでを 
切 h 目なく （シームレスで）セットアッブできる 
旗です 。I 

ハードディスクを購入 B 初状態と異なるノ くーティ 
シヨン構成で使用する場合や出を再インストール 
する場合は、シームレスセットアッブを使用して 
ください。煩雑なセットアッブをこの機能 b 5 代 
わって行います。 


ヘルプ 


終了 


EXPRESSBUILDER について説明しま 
す。セットアップを実行する前に一通 
り目を通しておくことをお勧めします。 


EXPRESSBUILDER の終了画面 
が表示されます。 
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シームレスセットアップ 

「シームレスセットアップ」とは、ハードウエアの内部的なパラメータや状態の設定から〇 S 
(Windows Server 200 3) 、各種ユーティリティのインストールまでを添付の 
「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ方法です。 

購入時の状態と異なるハードディスクドライブのパーティション設定で使用する場合や〇 S 
を再インストールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップを 
この機能が代わって行います。 

「シームレスセツトアップ」を選択すると、〇 S のインストールを開始します。 


「シームレスセットアップ」は最初からのセットアップであることを前提としているた 
め、実行すると八ードディスクドライブの内容が失われることがあります。 

セットアップを開始したら、完了するまで本体装置の電源を OFR こしないでください。 
また、指示があるまでセツトアップパラメータ FD を取り出さないでください。 


ツールメニュ ■ 


響 一 

rpn 


フロッピーディスク媒体がライトプロテクトされている場合、ライトプロテクトされている 
ことを示すメッセージが表示されるまで約30秒かかります。 


RAS ユーティ 
システム診断 
サボートディスクの作成 
各種 BIOS/FW のアツプデー 
ヘルプ 

トツプメニューに戻る 


RA 旧]ント n- ラ：検出 
総テ、、ィスク数：1 
ル W 内テ''イスク数：1 
スタンハ、、イデ、ィスク：1 
RAID レへ！/: 7 

ITE_THRU 


ラ仆モ-ド： WRITE 
保守用ハ。■テイシヨン： 


あり 


ツールメニューは、 EXPRESSBUILDER 
に収められている各種ユーティリティを個 
別で起動し、オペレータが手動でセット 
アップを行います。「シームレスセット 
アップ」では自動設定できない設定や、よ 
り詳細に設定したい場合などに使用してく 
ださい。 

次にツールメニューにある項目について説明します。 

• RAID 情報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフロッピーディスクに保存(セー 
ブ)、またはフロッピーディスクから復元(リストア)することができます。 

- RAID 情報のセーブ 

ディスクアレイコントローラのコンフィグレーション情報をフロッピーディスクに 
保存します。フォーマット済みのフロッピーディスクを用意してください。 RAID の 
設定や変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報をセー 
ブしてください。 
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RAID 情報のリストア 


フロッピーディスクに保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイコン 
卜□—ラ上の NvRAM と HDD に復元します。 「 RAID 情報のセーブ」で作成したフ□ッ 
ピーディスクを用意してください。コンフィグレーション情報が万一破壊された場 
合や、誤ってコンフィグレーション情報を変更してしまった場合は、本機能を使用 
してコンフィグレーション情報をリストアしてください。 

例えば、故障などによりディスクアレイコント□ーラを交換する場合、ハードディ 
スクドライブ上のコンフィグレーション情報をディスクアレイコントローラの 
NvRAM へ保存する必要がありますが、もし誤って NvRAM のコンフィグレーション 
情報をハードディスクドライブに保存してしまった場合は、本機能を使用してリス 
トアしてください。 

I *-〇 この機能をサボートしていないディスクアレイコントローラもあります。その場 
|危栗马 合、このメニューは表爪されません。 

■: 以下のメッセージが表示された場合は、 RAID 情報のセーブ/リストアを行う対象の 

| ヒン jTj コントローラ ID を、括弧内に表示される数字の範囲内から入力してください。 

Zero Channel RAID コン ト ローラ ID を入力してください： [0- X ] 

^ この機能は保守用です。保守以外の目的で操作しないようにお願いいたします。 
誤った操作を行うとデータを損失するおそれがあります。 


• RAS ユーテイリテイ 


保守者用のユーティリティです。 

— BIOS Setup 情報のセーブ 

フ□ッピーディスクに BIOS のコンフィグレーション情報を保存します。フォーマッ 
卜済みのフロッピーディスクを用意してください。 

- BIOS Setup 情報のリストア 

フロッピーディスクに保存された BIOS のコンフィグレーション情報を復元します。 
「BIOS Setup 情報のセーブ」で作成したフロッピーディスクを用意してください。 

• システム診断 

本装置上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を検 
査します。システム診断を実行すると、本装置に応じてシステムチェック用プログラム 
が起動します。212ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してくださ 
い。 








• サボートディスクの作成 

サボートディスクの作成では、 EXPRESSBUILDER 内のユーティリティをフロッピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンストールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された 
タイトルをフロッピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフロッピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows Server 2003 x 64 Edition OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003 x 64 Editions をインス I ルするときに必要となるサボー 
トディスクを作成します。 

- Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003をインス I ルするときに必要となるサボートディスクを 
作成します(「シームレスセットアップ」でインストールする場合は必要ありません)。 

- R 〇 M - DOS 起動ディスク 

R 〇 M - D 0 S システムの起動用サボートディスクを作成します。 

—システム BIOS ユーティリティ 

システム BIOS ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。システム 
BIOS ユーティリティはシステム BIOS • DIAG のアップデート、システム BIOS のセー 
ブとリストアに使用します。 

• 各種 BIOS/FW のアップデート 

8番街で配布される「各種 BI 0 S / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
BI 〇 S / FW (ファームウエア）をアップデートすることができます。「各種 BI 0 S / FW のアッ 
プデートモジュール」については、次のホームページに詳しい説明があります。 

『NEC 8番街』： http :// nec 8. com / 

各種 BI 0 S / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BI 0 S / FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容を確認した上で、 
記載内容に従ってアップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows のメモ 
帳などで読むことができます。 

I n-0 BIOS / FW のアップデートプログラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
emm し〉。アップデート作業が途中で中断されるとシステムが起動できなくなります。 

• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER の各種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESSBUILDER トップメニューを表示します。 
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マスタ _ コントロールメニ 


Windows (Windows 95以降または Windows NT 
4.0 以降)が動作しているコンピュータ上で添付の 
「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセツトする 
と、「マスターコント□ールメニュー」が自動的に 
起動します。 


■: システムの状態によっては自動的に起動し 

I ヒン jT | ない場合があります。そのような場合は、 

CD-R 〇 M 上の次のファイルをエクスプロー 
ラ等から実行してください。 

¥ MC ¥1 ST.EXE 
¥ MC ¥1 ST _ X 64 .EXE (Windows x 64 Editions の場合） 

マスター コント□ールメニューからは、 Windows 上で動作する各種バンドルソフトウェア 
のインストールやオンラインドキュメントを参照することができます。 

オンラインドキュメントの中には、 pdf 形式の文書で提供されているものもあります。この 
| 〇卜| ファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Adobe Reader がインストー 

ルされ ている 必要が あります。 Adobe Reader がインストールされていないときは、 Adobe 
システムズ社のインターネツトサイトより Adobe Reader をインストールしてください。 

マスター コントロールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リツクするか、右クリツクで現れるショートカツトメニューから行います。 

n -〇 CD - ROM をドライブから取り出す前に、マスターコント□ールメニューおよびメニューか 
smm ら起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ExpressPicnic 

「ExpressPicnic®」 は、 EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで使用する「セットアップパラメー 

夕 FD 」 を作成するツールです。 

EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセットアップをする 
と、いくつかの確認のためのキー入力を除き〇 S のインストールから各種ユーティリティのインストールま 
でのセットアップを自動で行えます。また、再インストールのときに前回と同じ設定でインス!-ールする 
ことができます。「セットアップパラメータ FD 」 を作成して、 EXPRESSBUILDER からセットアップするこ 
とをお勧めします。フロッピーディスクをご使用の場合は、別途 USB フロッピーディスクドライブをご用 
意ください。 

| «-〇 Microsoft Windows Server 2003 x 64 Editions 用の「セットアップパラメータ FD 」 
は作成できません。 


■ I ： 「セットアップパラメータ FD 」 がなくても Windows Server 2003をインストールすることは 
r^yfi できます。また、「セットアップパラメータ FD 」 は、 EXPRESSBUILDER を使ったセット 
アップの途中で修正 • 作成することもできます。 


ットアップパラメータ FD の作成 


〇 S をインストールするために必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。以下の手順に従ってください。 

^|： • ExpressPicnic は次の〇 S 上で動作します 0 

「匕ノト1 — Windows Server 2003 

- Windows XP 
— Windows 2000 

Windows Vista / Windows Server 2003 x 64 Editions / Windows XP x 64 Edition では使用 

しないでください。 

ExpressPicnic では JIS 2004 はサボート対象外です。 

「 J IS 2004フォントパッケージ」を〇 S に適用しているマシン上で作成した情報ファイル 
を使ってシー厶レスセットアップを行わないでください。 

JIS 90 の範囲外にある文字を使用されていた場合、文字化けが発生することがありま 
す 。 

• ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ • PC - 9800シリーズ • PC - AT 互換機で動作します。 

1. 〇 S を起動する。 

2. 付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M を DVD - R 〇 M ドライプ、にセットする。 

マスター コント□—ル メニューが 表示されます。 
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3. 画面上で右クリックするか、[ソフトウェ 
アのセットアップ]を左クリックする。 

4. [ ExpressPicnic ] をクリックする。 

ExpressPicnic ウインドウが表示されま 
す。 



5. 


[ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが 
表示されます。 



6 . 各項目を設定し、[〇 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイアログ 
ボックスが順に表示されます。 
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7. メッセージに従ってダイアログボックス 
の各項目を設定し、[次へ]をクリックす 

合 〇 

セットアップ情報の設定が完了すると、 
[ファイル保存]ダイアログボックスが表 
耶されます。 




[キャンセル]をクリックすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 


使用者名と会社名を日本語で設定する 
場合は、 ExpressPicnic で設定してくだ 
さい。 シームレス セットアップ中に日 
本語入力することはできません。ただ 
し、シー厶 レス セットアップを使った 
インストールを完了後、ログオンのと 
きに表示されるポップアップ画面で再 
入力し直すことができます。 


対象マシン 
インスト-ルパス 


[Windows 
厂 Service Pack の通用 

-パ'-亍ィシ9ン- 

f ? 新規バー亍 イシ a ン 


r 全領域 
サイズ指定 


r 既存のバーテイシヨン 
W ファイルシステムを NTFS へ変換 


112288 


MB (4095 〜999999 MB ) 



キャンセル」_ヘルブ_ 


8. [セットアップパラメータ FD ] チェック 
ボックスをオンになっていることを確認 
し、[ファイル名]ボックスにセットアッ 
プ情報のファイル名を入力する。 

9.1.44 MB でフォーマット済みのフ□ッ 
ピーディスクをフ□ッピーディスクドラ 
イプにセットし、[〇 K ] をクリックする。 



「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
Server 2003をインストールするときに使用します。ラベルを貼り大切に保管してくださ 
い。 


參各項目の設定内容についてはヘルプを参照してください。 

1"^ 卜 1 • 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は 、 ExpressPicnic 

ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてください。ヘルプを参照して情報 
ファイルを修正してください。 
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ンのインス I ル 


「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M でサボートしていないアプリケーションを追加でインス 
卜ールする場合は、以下の手順に従って「セツトアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


p -〇 追加でインストールするアプリケーションは、シームレスセットアップに対応している必要 
があります。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （189 ページ参照)。 


2 . [ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが 
表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイアログ 
ボックス順に表示されます。 

4. メッセージに従ってダイアログボックス 
の各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 





[キャンセル]をクリックすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 


5. [アプリケーションの設定]が表示された 
ら、[追加アプリケーションのインストー 
ル]にチェックを入れる。 

6 . [ファイル指定]ダイアログボックスが表 
示されたら、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力 
する。 

7.1.44 MB でフォーマット済みのフロッ 
ピーデイスクをフロッピーデイスクドラ 
イブにセットし、 [0 K ] をクリックする。 


アブリケーシヨン®設定 


アプリケーン3ンの設定 

R ESMPRO 詳細設定」 

「 Power Console Plus 
厂 FastCheck 

W エクスプレス通報サービス 


V Adaptec Storage Manager |" 



「 WebPAM 
r MSM 

ユーザ/ヴループ登錄 
ゲルづの作成 設定 
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衣爪己れ忒 9 〇 



3. 各項目を設定し、[〇 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイアログ 
ボックスが順に表示されます。 

4. メッセージに従ってダイアログボックス 
の各項目を設定し、[次へ]をクリックす 

句 〇 




[キャンセル]をクリックすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 


OS 種別 


ディスクの設定 
―|7 ArrayDisk 
p -17 RAID の新規作成 
格梡ディスクの卜~5ル斟 
バックを檐成するディスク 
パックを梅成する RAID 
ライトモード ( S ' 自勒 I 


5. [アプリケーシヨンの設定]が表示された 
ら、[大容量記憶装置用 OEM - FD の適用] 
にチェックを入れる。 


6. [ファイル指定」ダイアログボックスが表 
示されたら、[セットアップパラメータ 
F D ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力 
する。 

7.1.44 MB でフォーマット済みのフロッ 
ピーディスクをフロッピーディスクドラ 
イプにセットし、[〇 K ] をクリックする。 


( 



シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインス I -一 
ルする場合は、以下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

1 . ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （ 189ページ参照）。 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが 



フツンタの設定(8)… 



S 言語 I 日本語 


fRaidl 

Si 定 广手肋設定 


▼ 


z] 


大容量記憶装置ドライバのインストール 
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大量インストール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指定し、マシンごとに変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、複数のセットアップ情報ファイルを作成します。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （189 ページ参照）。 

2. [オプション]メニューの[大量インストー 
ルのアシスト]をクリツクする。 


3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ペースとなるセットアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示されます。 

4. [追加]をクリックする。 


5. ベースとなるセットアップ情報ファイル 
から変更するパラメータを設定する。 

6. [〇 K ] をクリックする。 

リストに追加した情報が表示されます。 

7. ファイル名を選択し、 [ FD 作成]をクリッ 
クする。 

選択したファイル名のセットアップパラ 
メータ FD を作成します。 



牾鞴設定 



使用者 

「 
プ郎クトキー 


F DHCP を棚すミ 

IP アドレス「 



ExpressPicnic 


(CT)NEC System Technologies,Ltd.,NEC Corporation 2007 


複数借報フ 7 イル作成ツ-ル 
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本体用バンドルソフトウェア 

本装置のシステム全般を保守 • 管理するソフトウェア 「 ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Agent 」 t 「 ESMPRO / 
ServerManager 」 について説明し ます。 ESMPR 〇 / ServerAgent は本装置にインストールし ます。 
ESMPR 〇 /361^^「1\/^396「は管理卩0にインストールし ます。 


ESMPRO/Se「ve「Agent(Windows 版) 


ESMPR 〇/36「ソ6「八96巾(\^1^〇\^版）は本装置にインストールするサーバ監視用アプリ 
ケーシヨンです。 

EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインストールすることができま 
す。ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたい注意事項とインス 
I -ールの手順を説明します。 

運用上の注意事項については、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M 内のオンラインド 
n^Tjq キュメント 「 ESMPRO / ServerAgent ( Windows 版）インストレーシヨンガイド」に記載してい 
ます。ご覧ください。 


インス I -ール前の準備 

ESMPR 〇/36「ソ6「み96巾(\^1^〇\^版)を動作させるためには対象〇3の丁0卩/卩と丁〇卩/卩関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

ネットワークサービスの設定 

プロトコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニューから 
起動するヘルプを参照してください。 


SNMP サービスの設定 

コミュニティ名に 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
561^^「1\/|311396「側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「*」か6変更し 
た場合は、巳31\/^8〇/36「\^「1\/1311396「側で新しく設定したコミュニティ名と同じ名前を入力 
します。 
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インストール 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のイ 
ンス I ルは添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 

CD - ROM を使用します。 

本体上の 0 S が起動した後、 Autorun で表 
示されるメニューから [ ESMPRO ] — 

[ ESMPRO / ServerAgent ] の順にクリック 
してください。以降はダイア□グボックス 
中のメッセージに従ってインス I -ールして 
ください。 

アドミニストレータの権限を持った 
Bfai アカウントでシステムに□グインし 
てください。 

ネットワーク上の DVD - ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当 
てを行った後、そのドライブから起動してください。エクスプローラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないでください。 

響一 アップデートインストールについて 

H^Ll ESMPR 〇 / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセージが表示さ 
れます。 



ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 


メッセージに従って処理してくださし、。 

インストール後の確認 


巳31\^卩〇/36「ソ6「ム96巾(\^11〇1〇\^版）をインス トールした後に次の手順で正しくインス 
トールされていることを確認してください。 

1. 本体を再起動する。 

2. イベントログを開く。 

3. イベントログに ESMPRO / ServerAgent の監視サービスに関するエラーが登録されていないこと 
を確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめからイン 
ストールし直してください。 

















補足事項 

オンラインドキュメントに記載されている補足事項に力□えて、以下の点に注意してくださ 
い。 


ESMPR 〇 /ServerAgent によるシャツトダウンについて 

本装置では、巳31\/^8〇/361^^|7\96巾によるシャットタ'ウンの無効化設定およびシャットタ' 
ウン開始のキャンセルはできません。 

通報設定の基本設定で「シャットタ'ウン開始までの時間設定」の有効/無効ビットマップを赤 
色に変更したり、「キャンセルボタンを無効にする」のチェックボックスをはずしたりしない 
でください。 
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Power Console Plus ( サーバ ) 


Power Console Plus は Windows サーバにおける、 LSI 社製ディスクアレイシステムの監 
視 • 管理用のアプリケーションです。 

Power Console Plus の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオン 
ラインドキュメント 「Power Console Plus TM ユーザーズガイド」を参照してください 0 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に Power Console Plus があらかじめインストールされている場合 
があります。このままでも使用できますが、後述の 「Power Console Plus (サーパ）の環境 
設定」に記載の内容の設定を行ラことをお勧めします。また、リモートからの監視をする場 
合は別途 、 Power Console Plus (管理 PC ) をインストールしてください 0 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Power Console Plus は添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 に収められている自動インストール 
ツール「シームレスセットアップ」を使ってインス I -ールできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設定するダイアログボックスが 
表示されます。ここで 「Power Console Plus 」 を選択してください。なお、シームレスセッ 
トアップ後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別 
途 、 Power Console Plus (管理 PC ) をインストールしてください 0 


手動インストール(新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合は以下の説明を参考にしてインストールしてください。インス 
卜ールに関する詳しい手順と操作方法については EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインド 
キュメント 「Power Console Plus TM ユーザーズガイド」を参照してください。 
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Power Console Plus ( サーバ)をインストールする前に 


Power Console Plus (サーバ）をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• LSI 社製のディスクアレイコント□ーラがシステムに取り付けられていること 

• LSI 社製のディスクアレイコント□ーラのドライバが組み込まれていること 

• Windows の SNMP サービスが組み込まれていること 

• Windows の TCP/IP の設定が終了していること 
• システムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループでログオンされていること 

• Internet Explorer 5. 5 以降がインストールされていること 


Power Console Plus ( サーバ)のインストール手順 


Power Console Plus (サーバ） のインス I —ル 
は$忝付の EXPRESSBUILDER を使用します。 
Windows では EXPRESSBUILDER をドライブ 
にセット後、マスタ ー コント ロー ル メニュー か 
6 [ソフトウェアのセットアップ]- [ESMPR 〇] 
—[関連ユーティリティメニュー ]— [Power 
Console Plus] の順にクリックします。 



ここで表示されるセットアップオプションの選択でインス I -ールするコンポーネントとして 
「サーバ」または「サーバ十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。以降 
はダイアログボックスのメッセージに従ってインストールしてください。なお、インストー 
ル後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途、 
Power Console Plus (管理 PC) をインストールしてください 0 


P ； 上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすベての装置および管理 pc を管理する 

rgTn コンビユータとしてネットワーク内に1つ定義します。 
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Power Console Plus ( サーバ)の環境設定 

• hosts ファイルの設定 

ネットワーク経由で制御する場合はすべてのサーバ+管理サーバと、管理 PC の IP アドレ 
スとホスト名を登録してください。装置内でのみ制御する場合はこの作業は不要です。 

• REGSERV.DAT の設定 

ネットワーク経由で制御する場合はサーバ+管理サーバのホスト名をすでにある 
「 localhost 」 の設定と置換してください。装置内でのみ制御する場合はこの作業は不要で 
す。 

• パスワードファイルのアクセス権設定 

rc :¥ Winnt ¥ System 32¥ drivers ¥ etc ¥ raidpass . valJ ( c :¥ Winnt は、 Windows の一般的 
なインストール先フォルタ'です）をセキュリティ保持の観点から NTFS ファイルアクセス 
権を Administrator 権限などに変更してください。 
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Adaptec Storage Manager 1 


Adaptec Storage Manager ™ (以下 ASM と略記します)は、内蔵の SAS RAID ボード ( A ) の 
監視•管理を行うアプリケーションです。 ASM を使用することで、 システム 運用中の アレ 
イの保守やイベント監視による通報を行ラことができます。 

ASM のインストールおよび操作方法については、添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M 内 
のオンラインドキュメント 「Adaptec Storage Manager ™ ユーザーズガイド」を参照して 
ください。 

この説明書には運用にあたって注意すべきことも掲載しています。 

運用開始前に必ずお読みください。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に ASM があらかじめインストールされている場合があります。こ 
の場合、別途通報監視についての設定などが必要な場合があります。 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント 「Adaptec Storage Manager ™ ユー 
ザーズガイド」を参照し、設定してください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

ASim 添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 に収められている自動インストールツール「シームレ 
スセットアップ」を使ってインストールできます。シームレスセットアップを開始すると、 
アプリケーションを設定するダイアログボックスが表示されます。ここで 「Adaptec 
Storage Manager ™ J を選択してください 0 


手動インストール(新規インストール） 

手動で ASM をインストールする場合は 「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント 
fAdaptec Storage Manager ™ ユーザーズガイド」を参照してください 0 
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エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知することや、障害発生時に 
迅速に保守を行ラことができます。 

セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、以下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体装置のハードウェアメンテナンスサービスの契約、またはエクスプレス通報サービ 
スの契約 

本体のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、 
お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセツトアップについては、「オンラインドキュメント」を参照し 
てください。 
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管理 PC 用バンドルソフトウェア 

装置をネットワーク上から管理するための「管理 pc 」 を構築するために必要なバンドルソフトウェアについ 
て説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPR 〇 / ServerAgent がインストールされたコンピュータをネットワーク上の管理 PC か 
6監視-管理するには、本体にバンドルされている ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|3旧96「をお使いくだ 
さい。 

管理 PC へのインストール方法や設定の詳細についてはオンラインドキュメントまたは 
ESMPR 〇のオンラインヘルプをご覧ください。 

ESMPR 〇 / ServerManager の使用にあたっての注意事項や補足説明がオンラインドキュメン 
卜で説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M 内のオンラインドキュメン 
卜 「 ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 
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Power Console Plus ( 管理 PC) 


Power Console Plus をネットワーク経由で装置を管理する場合にインストールします。 
以下の説明を参考にして Power Console Plus (管理 PC ) を管理 PC にインストールしてくだ 
さい。インストールに関する詳しい手順や動作環境、操作手順については、 
EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインドキュメント 「Power Console Plus TM ユーザーズ 
ガイド」を参照してください。 


Power Console Plus (管理 PC ) をインストールする前に 

Power Console Plus (管理 PC ) をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要 
があります。 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 
• システムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Windows NT 4.0 の場合、サービスパック 6 a が適用されていること 

• Internet Explorer 5.5 以降がインストールされていること 


Power Console Plus (管理 PC ) のインストール手順 


Power Console Plus (管理 PC ) のインストール 
は5忝付の EXPRESSBUILDER を使用します。 
EXPRESSBUILDER をドライ:/にセツト後、マ 
スターコント□ールメニューから[ソフトウェ 
アのセットアップ]— [ ESMPR 〇]—[関連ユー 
テイリテイ メニュー]— [Power Console Plus ] 
の順にクリックします。 



〇オンラインドキユ声ント 

EXPRESSBUILDER 

Express 5800 Series 

Master Control Menu | 

- - 

Cof>yfigN NEC CocporaNon 



M V7hOx70) 1 


ここで表示されるセットアップオプションの選択でインス I -ールするコンポーネントとして 
「管理 PC 」 をチェックし、[次へ]をクリックしてください。 

以降はダイア□グボックスのメッセージに従ってインストールしてください。 

上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすべての装置および管理 PC を管理する 
rpn コンビュータとしてネットワーク内に1つ定義します。 
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Power Console Plus (蕾理 PC ) の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

すべてのサーバ+管理サーバと、管理 PC の IP アドレスとホスト名を登録してください。 

• REGSERV.DAT の設定 

サーバ +管理 サーバの ホスト名をすでにある 「 localhost 」 の 設定と置換してください。 


6 extiressodufder 
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オフライン保守ユーテイリテイ 

本装置ではオフライン保守ユーティリティをサポートしていません。 RAS ユーティリティを使用してくだ 
さい。 
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